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ストップ!温暖化「打ち水大作戦2018 in たがわ」
気温が下がることを体感し、省エネ・節電行動への動機付けを図ることを目的に、7月24日、田川市民会館にて、
市内小学生及び保育所園児等による「打ち水」が行われました。
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6月15日から7月4日までの20日間で16議案を審議

平成30年度田川市一般会計補正予算

平成30年度田川市急患医療特別会計補正予算

田川市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正について

田川市市税条例等の一部改正について

田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

田川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について

公共施設等運営権の設定について

市道路線の認定について

田川市教育委員会教育長の任命について（吉栁啓二氏）
田川市公平委員会委員の選任について（平岡裕章氏）
指定管理者の指定について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

田川市職員の給与改善を求める決議について

委員会の名称：総文（総務文教委員会）、厚生（厚生委員会）、建経（建設経済委員会）

議　員　提　出　議　案

報　告

市　長　提　出　議　案
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市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第３号　田川市市税条例の一部改正について］

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第４号　田川市国民健康保険税条例の一部改正について］

〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席

※上記以外の案件は全会一致で可決されました。　吉岡議員（議席番号：１）は議長のため採決には加わりません。
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【報告第4号】
専決第４号　田川市国民
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賛否の分かれた案件における議員別一覧

【議案第38号】
公共施設等運営権の設定 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【議案第40号】
田川市教育委員会
教育長の任命

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【議員提出議案第13号】
田川市職員の給与改善
を求める決議

× ○ ○ × × × ○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○ ○



議会のおしらせ　No.20133

議　

会　

日　

誌

　

22
日

　

25
日

　

28
日

　

29
日

　

1
日

　

5
日

　

6
日

　

15
日

　

21
日

　

22
日

　

25
日

　

26
日

　

27
日

　

4
日

　

10
日

　

24
日

　

26
日

5
月

6
月

7
月

各
会
派
代
表
者
会
議

田
川
地
域
水
道
事
業
の
統
合
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

田
川
地
域
水
道
事
業
の
統
合
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

６
月
定
例
会
（
開
会
）

本
会
議

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

本
会
議
（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

各
会
派
代
表
者
会
議

広
報
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

田
川
地
域
水
道
事
業
の
統
合
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会
（
閉
会
）

広
報
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

厚
生
委
員
会

広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

9月定例会は、9月3日（月）開会
一般質問は、9月6日（木）・7日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

　本案は、本会議において原案のとおり可決され、意見書を国の関係機関に送付しました。
　主な内容は以下のとおりです。
●社会保障、災害対策、環境対策、地域公共交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治体の財
政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図ること。
●子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者自立支援、
介護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保す
るための社会保障予算の確保及び地方財政措置を的確に行うこと。
●自治体の基金は、財政調整や特定目的のために積まれているものであり、当該自治体の財政に余裕
があって積まれているものではないことから、自治体基金の残高を理由に交付税の削減等を強行し
ないこと。

地方財政の充実・強化を求める意見書

議員提出議案　第12号 提出者：石松［香月、陸田、佐藤、小林、田守、加藤、尾﨑］

提出者：香月［柿田、佐藤、石松、植木、小林、竹内、髙瀬（春）］

可決

　本案は、賛成少数により、否決されました。主な内容は以下のとおりです。
　ラスパイレス指数は、国家公務員を100とした場合の地方公務員の給与水準を示すものであるが、
平成29年度における田川市職員のラスパイレス指数は97.0であり、県内28市での順位は25位にと
どまり、また、筑豊8市の中においても一番低い水準となっている。
　住民ニーズが多様化・複雑化する社会経済情勢において、他市と比較して、勤労意欲を減退させる
ような給与水準の差は決して好ましくなく、職員のモチベーション向上や有能な人材の確保のために
も、せめて県内28市のラスパイレス指数の平均値99.7に近づくよう、特別昇給等で調整しながら、
ラスパイレス指数の適正化を図る必要があると考える。
　よって、田川市職員給与の早急な改善を図ることを強く求める。

田川市職員の給与改善を求める決議

議員提出議案　第13号

否決
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平成30年度一般会計6月補正予算　常任委員会の主な審査内容

地域コミュニティ活性化事業費　250万円
「下魚町区」が実施する、お祭り用備品（やぐら等）
の整備について、一般財団法人自治総合センターの
一般コミュニティ助成事業に係る助成決定に伴い、
同事業に係る助成金を予算計上するもの。
　委員からは、事業の採択に当たっては、コミュニ
ティ事業等の成果が表れるよう、地域の実態にあっ
た審査のあり方を検討してほしいとの要望がありま
した。

教育研究所運営事業費　40万円
本年度から教科化された道徳の指導方法等について、
福岡県からの委託事業として実践的研究（研究対象
校：猪位小・中学校）を行うための経費。
　委員からは、研究校に指定された学校現場の負担
を懸念するとともに、教科としての道徳への対応は、
各学校ともに求められていることを考慮すると、県
からの委託を受けるよりも早い時期において対応す
べきだったのではないかとの意見がありました。
　執行部からは、研究校の指定については、県から
中学校における指定が求められていた中、他の学校
でもＩＣＴ教育の推進校など、それぞれの取り組み
があることから、全体の状況を考慮し、指定校を受
けていただいている。また、道徳の教科化について
は、既に昨年度から教務主任会を中心に協議・研究
等の対応を行っているとの答弁がありました。

総務文教委員会

戸籍・住民基本台帳管理経費　▲147万円
本年10月から開始を予定していた窓口業務の民間委
託について、本年度中の開始は見送り、再検討する
こととしたため、窓口業務委託料を減額するととも
に、臨時職員等共済費及び賃金を増額するために必
要な経費。
　本件は、さきの平成30年3月定例会において、当
委員会から、窓口業務の民間委託に関連する予算を
平成30年6月補正予算で減額するよう執行部に要望
していたものです。
　執行部からは、経費削減効果が疑問であること、
偽装請負対策に問題があること及び民間事業者に対
するプライバシーの保護を心配することなどの厳し
い意見を真摯に受け止め、窓口業務のあり方を再度
整理し、市民の利便性向上及び職員が働きやすい窓
口を目指して、窓口改革に取り組んでいきたいとの
説明がありました。

生活保護事務費　　　272万円
本年30年10月からの生活保護基準等の見直しに対
応するためのシステム開発等委託料。
　執行部からは、5年に1度、生活保護基準等の見
直しが行われているが、その詳細については、現時
点では示されていないとの説明がありました。

厚生委員会

　6月定例会における補正予算は、当初予算編成後、新たに必要が生じた事務事業等について
措置されています。
　今回の補正額は歳入歳出とも、587万2千円の増額となり、予算総額は283億218万円にな
ります。



財産収入　　　　 9,463万円
田川農業協同組合と締結していた望岳台団地内の育
苗センターに係る10年間の使用賃貸契約が満了した
ため、当該土地、建物及び構築物を譲渡するもの。

　本案は、株式会社デザインステーションを運営権者とし、契約締結の日から平成60年3月31日までの間、
田川伊田駅舎施設の公共施設等運営権を設定し、施設の運営、維持管理及び保全を行わせるものです。
　運営権とは、利用料金の徴収を行う公共施設について、所有権は本市が有したまま、施設の事業運営の権
利を民間事業者に長期間設定するもので、民間事業者は施設の利用料金を徴収することで、自らの投資の回
収を行うことができるものです。同社が行う田川伊田駅舎施設の運営については、待合室、飲食店、多機能
案内所、簡易宿泊所及び物産館等の機能を備えることが計画されています。

　建設経済委員会における採決では、同社を運営権
者の候補者にした経過及び当該事業の継続性に問題
があることから、賛成できないとの意見があり、採
決を行った結果、賛成多数により可決されました。

財産処分納付金　  　172万円
平成29年度に旧全国失業者労働組合事業部に望岳台
団地内の事務所及び倉庫を譲渡したことに伴う、国
への返還金。

建設経済委員会

議会のおしらせ　No.2015

　執行部からは、運営権者について、株式会社デザ
インステーションを候補者とし、田川伊田駅舎施設
運営権者選定評価委員会の評価を参考にしながら、
審査を行った結果、同社に運営権を設定することが
適切であると判断したとの説明がありました。
　同評価委員会については、独立採算及び将来性の
観点から、同社の財務諸表等の審査をしっかり行う
よう、議会から要望していたことから、執行部にお
いて検討の結果、設置された委員会です。
　この委員会は、大学教授、銀行出身の経営コンサ
ルタントや中小企業診断士、税理士有資格者等の各
種専門家5名で構成されており、同社の決算書、事
業計画書及び財務計画並びに田川市郡の人口推移や
駅利用状況等の資料を基に診断・評価を行うなど、
疑問点の解消に努めてきたとの説明がありました。

　建設経済委員会の審査では、同評価委員会による
同社の選定評価において、ファイナンスに関する重
要事項として必要とされている、手元資金3千万円
の根拠及び融資を受ける際の担保について、質問が
ありました。
　執行部からは、手元資金3千万円の算出に関する
算定式はないが、銀行出身の委員2名の経験に基づ
く意見であり、財務計画において当面の収支で資金
ショートを起こさないようになっている点において
もその妥当性が確認できる。また、融資については、
政府系金融機関の無担保の商品を中心にある程度内
諾を受けていることを確認している。これは、運営
権を設定する前での確約はできないため、銀行出身
の委員2名の財務計画の融資は可能との意見を参考
にしているとの説明がありました。
　このほか、委員からは、有効求人倍率が高い状況
では、人員計画に定める規模の雇用確保には困難が
想定されるため、本市としても助言してほしいとの
要望がありました。

公共施設等運営権の設定

市長提出議案　第38号

可決

▲改修工事が行われている田川伊田駅舎
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田川地域水道事業の統合に関する調査特別委員会審査結果報告

水道事業の統合については、市議会の議決が必要になることから、引き続き常任委員会で審査していくことになります。

　現在、田川地区水道企業団（構成団体：田川市、川崎町、糸田町及び福智町）は、構成団体に浄水の供
給のみを行っており、住民の方へ水を配る「水道事業」は各構成団体で行っています。各水道事業の経営
状況が一層厳しくなっていくことが見込まれるため、平成31年度から「水道事業」も統合し同企業団で
共同処理することが検討されています。本特別委員会は、昨年12月の設置以降、13回にわたる会議等を
行い、水道事業の統合に関して調査し、本年7月4日に審査結果報告書をとりまとめました。

　給水人口の減少に伴い水道料金収入が減少する中、施設等の老朽化及び耐震不足に伴う大量更新期が到
来することにより、経験したことのない厳しい経営状況が想定され、今後の水道料金の増額も検討しなけ
ればならない状況にあるとされています。
　なお、水道事業に係る構成団体間の各種指標において、本市の指標は、おおむね良好な状態にあります。

委員長：小林義憲　　副委員長：村上卓哉　　委員：香月隆一、藤沢悟、佐藤俊一、加藤秀彦、尾﨑行人

各水道事業の現状

水道事業統合のメリット
　水道事業を統合することで適用可能となる生
活基盤施設耐震化等交付金の活用や施設の統廃
合により、水道料金に転嫁される「市民負担の
軽減」と「健全な事業運営」を図ることが期待
されています。本市において、平成46年度時
点で水道供給単価が42.9円/㎥抑制されること
が見込まれるなど、供給単価抑制の統合メリッ
トはあるものの、他の3町の方がより大きなメ
リットがあると見込まれています。

【 提 言 内 容 】
①　各構成団体の水道事業に係る経年管路率などの各種指標、財務諸表及び経営戦略で試算されている更
新需要については、統合に向けた大変重要な諸条件であることから、再度、協定書締結までに、専門的
かつ多角的な見地から慎重に検証すべきである。その上で、各種指標の格差等については、指標が低い
自治体は集中的に投資を行うなどの対策を講じ、経営統合までには他団体と同水準になるよう、努力す
べきである。さらに、経営統合の際は、各種指標を同水準にするために必要な費用を引き継ぎ資産等に
加算するなどの措置も講じるべきである。
②　今回の広域化の議論は、10年間の時限事業である生活基盤施設耐震化等交付金の活用を大前提に進
められているため、国及び県との連携を密にしながら、必要に応じて財源確保に係る要望活動等を行う
ことで、交付金の確保に努めるべきである。また、水道事業の広域化に係る国の方針、水道法改正の動
向及び田川地域の広域化に向けた取り組みを先行的事例として県が注目していることなどから、適宜、
国及び県から時限事業である交付金の延長もしくは拡充に関する情報の収集に努めるべきである。
③　納付率や不納欠損額の割合など納付意識の格差については、経営統合までに是正すべきである。
④　新企業団議会議員の選出方法については、市民のさまざまな声を新企業団に届けるという観点から、
大変重要な事項であり、給水人口割合を反映したものにすべきである。また、新企業団議会に、議会運
営委員会を設置すべきである。
⑤　現企業団においては、情報公開条例等が未整備であるため、新企業団設立に向けて、これらの条例等
の再整備を行うべきである。
⑥　新企業団の公営企業としての経営理念を明確に示し、職員の意識改革を促すとともに、長期的な視点
に立った、安定的な運営を図るべきである。
⑦　首長、議会議員及び学識経験者などで構成する統合に係る検討組織等を設置し、前述の諸課題等につ
いて多面的な協議を行うべきである。
⑧　統合に向けては住民の理解が必要不可欠であり、今後、住民説明等のあり方について十分検討すべき
である。

※田川地域水道事業経営戦略及び各構成団体の水道事業経営戦略より

▲

事業統合の有無による供給単価の将来推計

（統一単価）

各構成団体単独で実施した場合

水道料金

（円/㎥）

現在 185.0

288.5

230.5

492.3

250.8

358.4

219.9

418.8

－

245.6H46

田川市 川崎町 糸田町 福智町 新企業団

統合した場合
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▼
代
表
質
問

陸
田
　
孝
則
議
員

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

の
永
原
譲
二
組
合
長
及
び
田
中
正

議
長
の
連
名
に
よ
り
、
同
組
合
議
員
で
あ

る
私
の
交
代
を
求
め
る
公
文
書
が
本
年
4

月
18
日
付
け
で
本
市
議
会
議
長
宛
て
に
発

出
さ
れ
た
。
法
を
超
越
し
た
同
文
書
や
組

合
議
員
の
交
代
を
求
め
る
行
為
に
つ
い
て
、

同
組
合
の
副
組
合
長
で
あ
り
、
執
行
部
で

あ
る
市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
心
証
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
問
う
。

本
件
の
公
文
書
は
、
同
組
合
の
組

合
長
及
び
議
長
か
ら
連
名
で
本
市

議
会
議
長
に
対
し
て
発
出
さ
れ
、
受
領
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
執
行
部
と
議
会
は
二

元
代
表
制
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
権
限

を
有
し
て
い
る
の
で
、
市
議
会
が
受
領
し

た
同
文
書
に
関
し
て
、
市
長
と
し
て
私
の

心
証
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

組
合
議
会
議
員
個
人
を
特
定
し
た

内
容
の
公
文
書
発
出
に
つ
い
て
、

組
合
執
行
部
内
で
ど
の
よ
う
な
審
議
、
決

裁
過
程
を
経
た
の
か
。
他
の
副
組
合
長
に

了
承
を
得
て
発
出
し
た
の
か
を
問
う
。

意
見
を
求
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、

私
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

仮
に
組
合
長
の
独
善
で
行
っ
た
と

な
れ
ば
、
同
組
合
に
お
け
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
、

組
織
の
あ
り
方
と
し
て
、
非
常
に
危
惧
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

同
組
合
の
決
裁
規
程
で
は
、
副
組

合
長
に
稟
議
を
行
う
手
続
の
記
載

は
な
く
、
副
組
合
長
は
組
合
長
が
不
在
の
場

合
に
代
理
で
決
裁
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
組
合
長
と
組
合
議
長
の
協
議

に
よ
り
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
決
裁
規
程

と
の
整
合
性
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
独
断
に

は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

同
組
合
議
会
の
一
般
質
問
の
際
、

他
の
議
員
の
不
規
則
発
言
を
制
限

す
べ
き
と
こ
ろ
を
容
認
し
、
逆
に
、
一
般

質
問
の
許
可
を
得
た
私
に
つ
い
て
、
後
日
、

選
出
議
員
交
代
の
公
文
書
を
出
す
。
こ
れ

ら
一
連
の
振
る
舞
い
は
、
本
市
自
治
へ
の

挑
戦
で
あ
り
、
本
市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能

を
破
壊
す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

組
合
議
会
の
こ
と
に
対
し
て
、
私

の
心
証
等
は
申
し
上
げ
な
い
。

ご
み
処
理
施
設
に
係
る
議
論
の
中

で
市
長
は
、
政
治
生
命
、
あ
る
い

は
命
を
か
け
て
と
も
発
言
し
、
議
案
可
決

の
熱
意
を
非
常
に
重
く
受
け
止
め
た
私
ど

も
は
、
同
組
合
へ
の
加
入
等
の
議
案
を
可

決
し
た
。
市
長
の
言
葉
を
信
頼
、
信
用
し

て
議
決
し
た
議
会
に
対
す
る
責
任
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

広
域
の
ご
み
処
理
場
を
完
成
し
、

機
能
し
て
い
く
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が
私
の
政
治
生
命
を
か
け
て
や
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答 田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
公
文
書
に
係
る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
公
文
書
に
係
る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

問 答

問答問

答

孔
　
志
　
会

問答

一般質問一般質問一般質問
6月21日・22日の2日間で9名の議員が市政の各分野にわたり、さまざまな観点から質問しました。

※各議員がいくつか質問した事項の中から代表的な項目を選び、以下、質問と答弁の要旨を整理して掲載します。

21
日

22
日

陸　田　孝　則

柿　田　孝　子

植　木　康　太

香　月　隆　一

原　田　　　誠

髙　瀬　冨士夫

佐　藤　俊　一

石　松　和　幸

藤　沢　　　悟

7

8

8

9

9

10

10

11

11

孔志会

日本共産党市会議員団

リベラル

社民党市議会議員団

新風会

孔志会

日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

孔志会

田川郡東部環境衛生施設組合からの公文書に係る市長の見解、
学校教育

後藤寺バスターミナル跡地整備

本市におけるＷｉ-Ｆｉ環境の整備方針

小・中学校におけるエアコン設置、市営住宅の空き室

市営住宅の管理、新ごみ処理施設並びにし尿処理施設設置に
向けた取り組み状況等、中学校再編

未婚のひとり親に対する寡婦（夫）控除のみなし適用、
子育て支援、地区公民館

情報公開の推進、再犯防止推進計画の策定、地区公民館の改修

中学校再編

まちづくりと公共交通網の整備、乳がん検診に係る取り組み

日程 議　員　名 質　問　事　項 会　 派 掲載頁



リ
ベ
ラ
ル

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

経
済
的
に
厳
し
い
ひ
と
り
親
の
世

帯
の
中
で
も
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

世
帯
は
さ
ら
に
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
。

　

寡
婦
（
夫
）
控
除
は
一
度
で
も
結
婚
し

た
こ
と
が
あ
る
人
の
み
が
対
象
で
あ
り
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
高
い
保
育
料
や
税
金
の
重
い
負
担

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、

非
課
税
世
帯
に
な
る
世
帯
も
あ
る
。

　

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
に
係

る
国
の
動
向
に
つ
い
て
問
う
。

政
府
は
平
成
30
年
度
中
に
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
に
対
し
て
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
を
行
う
方
針
を
固
め

て
お
り
、
随
時
、
所
要
の
制
度
改
革
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し

て
も
、
み
な
し
適
用
を
し
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

今
後
、
国
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ

て
、
本
市
に
お
い
て
も
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
は
、

子
育
て
世
帯
の
国
保
税
を
高
騰
さ

せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
知
事
会
で
も

指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
18
歳
未

満
の
子
供
の
均
等
割
を
減
免
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
は
、
18

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
軽
減
の
必
要
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
子

育
て
支
援
は
18
歳
未
満
の
子
供
や
そ
の
家

庭
が
ひ
と
し
く
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
み
が
対
象

と
な
る
施
策
は
考
え
て
い
な
い
。

平
成
28
年
6
月
に
耐
震
診
断
費
用

や
改
築
費
用
に
つ
い
て
質
問
し
た

際
に
、「
地
区
住
民
が
安
全
・
安
心
に
地
区

公
民
館
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
に
、
田
川
市
地
区
公
民
館
建
設
助
成
金

の
見
直
し
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
問
う
。

こ
れ
ま
で
、
公
民
館
の
加
入
世
帯

数
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
区
公
民
館

の
改
修
工
事
な
ど
を
行
う
こ
と
は
、
地
区

住
民
の
負
担
が
大
き
い
状
況
で
あ
る
こ
と

は
認
識
を
し
て
い
る
。

　

地
区
公
民
館
の
現
状
に
つ
い
て
の
検
証

を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
実
態
に
合
っ
た

見
直
し
案
を
検
討
し
て
い
る
。

問
未
婚
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
を

未
婚
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
を

答問

答
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一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ
り
、
伊

田
駅
前
広
場
及
び
伊
田
駅
舎
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
が
、
田
川
市
民
の
皆
さ

ん
が
後
藤
寺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
に
つ

い
て
心
配
し
て
い
る
。
同
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

昭
和
34
年
の
運
用
開
始
以
来
、
田

川
地
区
に
お
け
る
バ
ス
路
線
の
発

着
の
拠
点
と
し
て
長
年
使
用
さ
れ
て
き
た

が
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
乗
客
の
安
全

確
保
の
点
か
ら
、
平
成
28
年
9
月
末
を
も
っ

て
乗
り
入
れ
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
売
り
物
件
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
整
備
一
般
国
道
事
業
補
助
や

街
路
事
業
補
助
等
の
活
用
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。
国
の
制
度
上
の
関
係
等

の
難
し
い
面
が
あ
る
と
思
う
が
、
国
や
県

に
相
談
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
該
跡
地
は
現
時
点
で
は
ま
だ
民

間
の
物
件
で
あ
り
、
市
が
民
間
の

物
件
に
対
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は

基
本
的
に
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
当
該
跡
地
は
中
心
市
街
地

で
あ
る
、
後
藤
寺
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
白
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
地
域
住
民
等
に
よ
る

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
関
す

る
議
論
の
中
で
、
当
該
跡
地
の
件
に
つ
い

て
も
触
れ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
藤
寺
地
区
に
お
け
る
都
市
再
生

整
備
計
画
が
止
ま
っ
て
い
る
と
聞

く
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

後
藤
寺
地
区
の
計
画
は
平
成
31
年

度
か
ら
の
目
標
を
掲
げ
て
今
ま
で

取
り
組
ん
で
い
た
が
、
国
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
活
用
可
能
な
補
助
事
業
の
補
助
率
が
最

大
50
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
40
％
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
立
地
適
正
化

計
画
を
策
定
す
れ
ば
、
補
助
率
が
40
％
か
ら

最
大
50
％
に
な
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
、
こ
の
補
助

率
の
嵩
上
げ
が
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
31
年
度
の
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
立
地
適
正
化

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
後
藤
寺

地
区
に
必
要
な
都
市
機
能
等
を
把
握
し
、

ど
の
よ
う
な
事
業
が
一
番
適
し
て
い
る
か

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
な
が

ら
、
並
行
し
て
都
市
再
生
整
備
計

画
を
策
定
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
後
藤

寺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
再
整
備
に
つ
い
て
、

早
急
な
実
施
を
要
望
す
る
。

立
地
適
正
化
計
画
を
進
め
な
が
ら
、

次
の
都
市
再
生
整
備
計
画
等
の
具

体
的
な
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
議
論

も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
後
藤
寺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
整
備
に
つ
い
て

後
藤
寺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
整
備
に
つ
い
て

答 問問

柿
田
　
孝
子
議
員 ▼

代
表
質
問

議
員 ▼

代
表
質
問

答

問答

植
木
　
康
太

地
区
公
民
館
に
つ
い
て

国
保
税
の
均
等
割
に
つ
い
て

答

答

問答

問



香
月
　
隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

議
員 ▼

代
表
質
問

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

財
務
省
の
決
裁
文
書
改
ざ
ん
な

ど
、
国
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る

よ
う
な
出
来
事
が
相
次
ぎ
、
公
文
書
管
理

や
情
報
公
開
に
つ
い
て
国
民
の
視
線
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
公
文
書
管
理

の
あ
り
方
や
情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
を
問
う
。

情
報
公
開
制
度
は
、
開
か
れ
た
市

政
の
推
進
に
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
推
進
に
は
経
過
が
明
ら

か
に
な
る
よ
う
公
文
書
と
し
て
適
正
に
管

理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

公
文
書
を
市
民
の
財
産
と
捉
え
、

市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
に
、
内
部
規
程
で
文
書
管
理
を
行
う
の

で
は
な
く
、
統
一
的
で
明
確
な
ル
ー
ル
を

持
つ
公
文
書
管
理
条
例
を
制
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

公
文
書
管
理
に
お
け
る
他
団
体
の

事
例
調
査
及
び
手
法
の
研
究
を
予

定
し
て
お
り
、
公
文
書
管
理
条
例
に
よ
る

ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
情
報
開

示
請
求
等
の
状
況
を
問
う
。
ま
た
、

平
成
4
年
の
同
条
例
施
行
以
降
に
お
け
る

見
直
し
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

情
報
開
示
請
求
等
は
過
去
5
年
間

の
平
均
で
年
間
24
件
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
13
年
に
は
開
示
す
る
情
報
の
写

し
の
交
付
手
数
料
を
無
料
化
す
る
と
と
も

に
、
平
成
30
年
か
ら
は
白
黒
１
枚
に
つ
き

20
円
の
実
費
負
担
を
10
円
に
減
額
す
る
な

ど
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
役
所
や
教
育
委
員
会
で
、
ど
の

よ
う
な
会
議
が
い
つ
ど
こ
で
開
催

さ
れ
、
傍
聴
が
可
能
か
ど
う
か
確
認
で
き

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
が
さ
ら
に

推
進
さ
れ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

統
一
的
な
運
用
が
図
れ
る
よ
う
、

具
体
的
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

政
策
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
含

め
事
業
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
行
政
へ
の
信
頼
性
そ
の
も
の
に
関

わ
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
市
政
運
営
の

方
針
及
び
重
要
施
策
を
審
議
決
定
す
る
田

川
市
庁
議
の
議
事
録
を
公
開
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

仮
に
こ
の
庁
議
の
議
事
録
等
を
公

開
す
れ
ば
、
意
思
形
成
の
途
中
で

あ
る
情
報
も
含
ま
れ
る
た
め
、
誤
解
や
混

乱
を
来
す
お
そ
れ
も
あ
る
。
庁
議
で
審
議

さ
れ
た
事
項
は
、
庁
議
後
、
市
長
決
裁
や

議
会
議
決
を
経
た
後
に
正
式
な
施
策
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
た
が
わ
等
に
よ

り
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
今
後
も
引
き
続
き
、
的
確
で
迅
速
な
情

報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問答 答
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Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ（
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

環
境
の
整
備
方
針
を
問
う
。

訪
日
外
国
人
の
利
用
、
教
育
利
用

及
び
災
害
時
利
用
の
三
つ
の
視
点

か
ら
、
田
川
市
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
導
入
方
針
を

策
定
し
、
具
体
的
な
導
入
に
向
け
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
の
利
用
に
対
す
る
、Ｗ

ｉ

-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
状
況
及
び

今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ

ン
プ
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
向
け
、

整
備
施
設
を
絞
る
こ
と
に
な
る
。
た
が
わ

情
報
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
及
び
美
術

館
に
は
既
に
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
機
器
を
設
置
し

て
お
り
、
他
の
文
化
施
設
も
設
置
に
向
け

検
討
し
て
い
る
。
市
庁
舎
に
も
今
年
度
中

に
機
器
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

石
炭
・
歴
史
博
物
館
は
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て

お
り
、
外
国
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
積
極
的
に

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

館
内
展
示
物
に
つ
い
て
著
作
権
の

対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

他
の
施
設
の
導
入
事
例
等
を
参
考
に
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
発
生
時
に
家
族
や
知
人
の
安

否
情
報
の
ほ
か
、
住
宅
周
辺
の
状

況
な
ど
、
情
報
伝
達
手
段
確
保
の
た
め
に

は
、Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
。
避
難
所
に
お
け
る
整
備
状

況
及
び
今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
避
難
所
24
カ
所
の
う
ち
、
い

い
か
ね
パ
レ
ッ
ト
、
中
央
隣
保
館
、

上
伊
田
隣
保
館
及
び
弓
削
田
隣
保
館
の
計

4
カ
所
で
整
備
し
て
い
る
。
現
時
点
で
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
機
器

を
臨
時
的
に
避
難
所
に
設
置
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
電
気
通
信
事
業
者
へ
依
頼
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

教
育
現
場
に
お
け
る
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
状
況
及
び
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
小
・
中
学
校
の
全
て
の
学
級

に
電
子
黒
板
等
を
整
備
し
て
お
り
、

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
価
値
を
高
め
、
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
も
一
日
も
早

く
、Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
機
器
を
導
入
す
る
よ
う
要

望
す
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

早
急
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
防
災
関
係
に
お
い
て
は
、
人
の
命
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問 本
市
に
お
け
る
W
i

-

F
i
環
境
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
W
i

-

F
i
環
境
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

公
文
書
管
理
・
情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

公
文
書
管
理
・
情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

答

問問

原
田
　
　
誠
議
員

▼
代
表
質
問

新
　
風
　
会

問答問

答

問答

答

答

答

問問

問答

問答
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日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

孔
　
志
　
会

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
は
、
暑
さ
の
大

変
厳
し
い
教
室
で
の
授
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
筑
豊
地
区
の
自
治
体
の
大
半

は
、
既
に
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た

り
、
設
置
を
計
画
し
た
り
し
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、遅
れ
る
こ
と
な
く
、児
童
・

生
徒
が
快
適
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
習
環
境
を
整
え
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
。
こ
の
深
刻
な
行
政
課
題
の
解

決
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

本
市
の
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
長
年
の
行
政
課
題
と
し
て
、
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
中
学
校
は
、
再
編
に

伴
う
新
中
学
校
創
設
に
あ
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
小
学
校
は
、
関
連
事
業
費

の
積
算
作
業
を
本
年
度
中
に
終
え
る
見
込

み
で
あ
り
、
遅
く
と
も
中
学
校
再
編
ま
で

に
は
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。
本
件
は
、「
す
る
か
し
な
い
か
」
と
い
っ

た
検
討
段
階
で
は
な
く
、「
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
実
施
す
る
か
」
と
い
っ
た
段
階

に
達
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
に
非
常
に
多
く
の
空
き

室
が
見
ら
れ
、
特
に
4
・
5
階
の

高
層
階
の
空
き
室
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
私
は
以
前
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
を

要
望
し
て
き
た
が
、
財
政
難
な
ど
に
よ
り

設
置
は
叶
わ
ず
本
日
に
至
っ
て
い
る
。
エ

レ
ベ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
多
く

の
空
き
室
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。
ま
た
、
高
層
階
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
現
代
的
な
住
ま
い
へ
再
生
す
る
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
ほ
か
、
大
家
族
向
け
に
2
戸
を
1
戸

に
改
修
す
る
方
法
も
あ
る
。
近
年
、
増
加

傾
向
に
あ
る
空
き
室
の
対
策
に
つ
い
て
、

見
解
を
問
う
。

本
市
で
は
、
市
営
住
宅
24
団
地
、

約
5
千
戸
を
管
理
し
て
い
る
。
本

年
5
月
時
点
の
入
居
率
は
約
89
％
と
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
2
年
間
で
空
き
室
が
約
2

百
戸
増
加
し
て
い
る
。
階
段
の
昇
降
が
困

難
な
入
居
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程
度

な
ど
に
よ
り
下
層
階
へ
の
移
転
を
認
め
、

入
居
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
3
Ｄ
Ｋ
を
2

Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
、
ま
た
、
畳
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
す
る
な
ど
現
代
の
居
住
志
向
に
あ
わ
せ

た
改
修
方
法
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
策
定
予
定

の
立
地
適
正
化
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
管
理
戸
数
の
適
正
化
に
向
け
た

長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
、
戸
数
を
見
定

め
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

答

答

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

市
長
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
及
び

し
尿
処
理
施
設
を
広
域
で
設
置
す

る
た
め
、
平
成
28
年
4
月
、
田
川
郡
東
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
へ
の
加
入
を
行
い
、

同
年
6
月
議
会
で
両
施
設
の
建
設
事
務
を

大
任
町
に
委
託
す
る
議
案
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
際
に
執
行
部
は
、
建
設
事
務
を
委

託
し
て
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
審
議
が
で
き
、

委
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
場
が
あ
る
こ

と
や
、
東
部
組
合
で
出
さ
れ
た
資
料
で
そ

の
時
々
に
必
ず
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と

を
約
束
し
た
。
そ
し
て
、
市
長
は
、
信
じ

て
任
せ
て
ほ
し
い
と
議
会
に
約
束
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
東
部
組
合
と
し
て
の
資
料
提
出

が
な
い
た
め
、
厚
生
委
員
会
で
は
詳
細
な

資
料
の
提
出
を
求
め
て
い
た
。

　

本
年
4
月
4
日
の
厚
生
委
員
会
で
も
、

市
長
か
ら
、
大
任
町
と
何
度
も
協
議
し
た

が
、
現
時
点
で
資
料
提
出
は
で
き
な
い
と

の
答
弁
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
市
長
に
対

し
て
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、

市
長
は
再
度
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
大
任

町
長
と
協
議
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
4
月
18
日
、
大
任
町
長
等

か
ら
市
議
会
議
長
と
厚
生
委
員
長
宛
て
に
、

大
任
町
長
や
大
任
町
議
会
等
に
対
す
る
侮

辱
や
人
権
侵
害
、
印
象
操
作
な
ど
の
発
言

が
あ
っ
た
と
し
て
、
4
月
4
日
の
田
川
市

議
会
厚
生
委
員
会
に
お
け
る
構
成
委
員
の

発
言
に
対
す
る
抗
議
と
発
言
の
検
証
報
告

等
を
求
め
る
内
容
の
文
書
が
届
い
た
。

　

そ
れ
に
は
、
私
、
佐
藤
の
発
言
を
切
り

取
っ
た
内
容
が
検
証
事
項
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
そ
れ

は
事
実
誤
認
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
委
員
会
で
は
、
市
長
や
執

行
部
に
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
議
論
し

た
も
の
が
、
大
任
町
長
等
か
ら
厚
生
委
員

会
で
の
発
言
に
対
し
抗
議
等
を
受
け
る
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
異
常
な
状
況
に
対
し
て
、
市
長
は

話
が
変
な
方
向
に
行
っ
て
い
る
と
思
わ
な

い
か
。
見
解
を
問
う
。

議
会
に
出
さ
れ
た
こ
と
等
に
つ
い

て
、
変
な
方
向
に
行
っ
て
い
る
な

ど
の
答
弁
は
控
え
た
い
。

い
つ
ま
で
に
資
料
を
提
出
し
、
厚

生
委
員
会
で
議
論
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
の
か
問
う
。

い
つ
ま
で
に
と
は
言
え
な
い
。
で

き
る
だ
け
早
く
資
料
提
供
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
市
営
住
宅
家
賃
の
値
下

げ
に
つ
い
て
何
度
か
質
問
し
て
き

た
。
検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

市
財
政
や
地
域
へ
の
影
響
、
市
民

感
情
等
を
含
め
た
総
合
的
見
地
か

ら
慎
重
に
調
査
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問 新
ご
み
処
理
施
設
等
の
取
り
組
み
状
況

新
ご
み
処
理
施
設
等
の
取
り
組
み
状
況

答問問

髙
瀬
冨
士
夫
議
員 ▼

個
人
質
問

議
員 ▼

個
人
質
問

佐
藤
　
俊
一

答

問
市
営
住
宅
の
空
き
室
に
つ
い
て

市
営
住
宅
家
賃
の
値
下
げ
に
つ
い
て

答
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石
松
　
和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

議
員 ▼

個
人
質
問

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

本
市
で
は
、
居
住
機
能
や
商
業
、

公
共
交
通
等
の
都
市
機
能
の
誘
導

に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

本
年
3
月
に
後
藤
寺
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
提
出
し
た
提
案
書
を
参
考
に
質
問
し
た

い
。
同
計
画
・
丸
山
公
園
整
備
等
に
係
る

市
民
参
画
や
商
店
街
空
き
店
舗
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
に
よ
る
意
見
交
換
の
場
と
し

て
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
等
を
開
催
し
、
同
計
画
等
に
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

総
合
的
な
交
通
政
策
と
し
て
、
地

域
公
共
交
通
網
計
画
の
策
定
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

立
地
適
正
化
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
る
計
画
と
し
て
、
平

成
31
年
度
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
、
駅
や
線

路
等
の
鉄
道
施
設
を
自
治
体
が
所

有
し
、
鉄
道
事
業
者
は
運
行
の
み
を
行
う

「
上
下
分
離
方
式
」
が
あ
る
。
平
成
筑
豊
鉄

道
に
同
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
同
社

の
安
定
経
営
へ
の
大
き
な
支
援
策
に
な
る
。

そ
の
検
討
状
況
及
び
定
期
券
利
用
者
の
増

加
策
等
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

同
社
の
経
営
会
議
で
、
ま
ず
利
用

促
進
な
ど
の
収
益
改
善
に
努
め
、

同
方
式
導
入
は
そ
の
後
に
議
論
す
べ
き
と

さ
れ
た
。
同
方
式
導
入
は
、
沿
線
自
治
体

と
の
関
連
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
研
究
し

た
い
。
現
在
、
本
市
で
は
沿
線
企
業
等
へ

通
勤
利
用
の
啓
発
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
観
光
列
車
導
入
に
向
け
、
駅
ト
イ
レ

等
の
環
境
整
備
等
に
も
取
り
組
み
た
い
。

乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
よ
り
約
90
％
以
上
が
治
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
検
診
受
診
率
は
低
い

水
準
に
あ
る
。
本
市
の
受
診
率
や
啓
発
活

動
等
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
28
年
度
の
受
診
率
は

13
・
1
%（
対
県
比
▲
5
・
6
%
）で
、

受
診
者
7
9
3
人
に
対
し
、
が
ん
発
見
者

は
2
人
で
あ
る
。
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
の

配
布
や
放
送
に
よ
る
啓
発
等
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
割
安
な
セ
ッ
ト
検
診
の

導
入
及
び
節
目
年
齢
該
当
者
へ
個
別
通
知

を
行
う
な
ど
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
る
。

乳
が
ん
に
関
し
て
早
く
学
ぶ
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
学
校
に
お
け
る
、

が
ん
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

専
門
機
関
と
連
携
を
図
り
、
小
学

生
か
ら
の
が
ん
教
育
に
つ
い
て
、

本
市
独
自
の
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

問答

田
川
市
新
中
学
校
創
設
基
本
計
画

案
に
関
す
る
市
民
及
び
保
護
者
へ

の
説
明
会
に
お
い
て
、
課
せ
ら
れ
た
問
題

は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
う
対
策
を
立
て
、
現
在
、
ど

の
よ
う
に
進
捗
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
ど
の
時
点
で
住
民

の
合
意
を
得
た
と
判
断
す
る
の
か
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

課
題
と
し
て
は
、
学
校
位
置
を
南

北
案
か
ら
東
西
案
へ
変
更
し
た
経

緯
、
小
中
一
貫
校
の
設
置
を
求
め
る
金
川

中
校
区
及
び
校
区
活
性
化
協
議
会
等
の
枠

組
み
見
直
し
が
必
要
と
な
る
中
央
校
区
に

お
け
る
理
解
の
促
進
、
ま
た
、
保
護
者
か

ら
は
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、
新
中
学

校
の
教
育
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
課
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
は
、
地
域

や
保
護
者
へ
の
説
明
、
協
議
を
行
い
な
が

ら
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
合
意
形

成
に
つ
い
て
は
、
新
中
学
校
へ
通
う
こ
と

と
な
る
児
童
等
の
保
護
者
の
意
見
が
重
要

で
あ
る
一
方
、
地
域
の
協
力
や
理
解
な
し

で
は
学
校
再
編
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
域
住
民
や
保
護
者
の
理
解
を
客
観
的
に

判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

金
川
校
区
か
ら
は
、
小
中
一
貫
校

の
設
置
を
求
め
る
陳
情
が
出
て
い

た
。
そ
う
い
っ
た
地
域
の
事
情
に
対
す
る

教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

教
育
環
境
と
し
て
適
正
規
模
が
必

要
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
繰
り
返
し
説
明
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

新
中
学
校
創
設
基
本
計
画
を
ま
と

め
る
前
提
と
し
て
、
地
域
の
協
力

や
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
今
後
、
住
民
、
保
護
者
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
で
誠
実
な
説
明
・

協
議
を
継
続
し
、
課
題
の
解
決
を
行
い
、

合
意
形
成
を
図
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

新
中
学
校
の
開
校
時
期
が
、
当
初
の
予
定

か
ら
1
年
延
び
て
、
平
成
34
年
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
の
教
育
委
員

会
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

現
状
で
は
基
本
計
画
の
策
定
に

至
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
年
度
に

開
始
を
予
定
し
て
い
た
基
本
設
計
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
日
も
早
く
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
目
指
す
こ
と
は
教
育
委
員

会
の
方
針
で
も
あ
り
、
保
護
者
か
ら
の
期

待
の
声
も
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

と
も
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
、
住

民
合
意
を
得
な
が
ら
、
実
際
の
学
校
建
設

に
お
い
て
短
縮
可
能
な
行
程
を
組
み
直

し
、
改
め
て
開
校
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
直
し
、
平
成
34
年
度
の
新
中
学
校
の

開
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

答

問問
乳
が
ん
検
診
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

藤
沢
　
　
悟
議
員 ▼

個
人
質
問

孔
　
志
　
会

答問

答問

答

問

答答

問

答
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議場傍聴席を改修しました！ ～ 開かれた議会を目指して ～

インターネットによる視聴もできます！ ～ 開かれた議会を目指して ～

▲傍聴しやすい環境を整えるため、議場傍聴席を改修しました。 ▲市庁舎5階第1委員会室にプロジェクターを設置しました。

傍聴するには、どのような手続きが必要ですか？Q

A ●本会議を傍聴する場合【定員40名】 ⇒ 傍聴席入口で傍聴券をお渡しします。
　　● 議場の傍聴席入口までは、市庁舎4階奥の階段をご利用ください。
　　● 車椅子の使用により階段利用が困難な場合などは、市庁舎５階第１委員会室に
　 おいて、議場の映像を視聴する形で傍聴いただくようご案内しております。
●委員会を傍聴する場合【定員約20名】 ⇒ 5 階の議会事務局にお声かけください。
※どちらも氏名や住所等の記入は必要ありません。

市議会はいつ開催されていますか？Q

A 基本的に年に４回（３月・６月・９月・１２月）の「定例会」を開催します。
なお、急いで決めなければならないことがある場合は「臨時会」を開催することもあります。

どのような話し合いが行われていますか？Q

A まちづくりのために必要な予算を決めたり、大切なルール（条例）等を決めたりして
います。また、予算が正しく使われているか監視するとともに、市民の暮らしを良く
するための意見を出します。

話し合いの流れはどのようになっていますか？Q

A 市長から議案が提案されると、まず、委員会で細かな内容について審査を行います。
次に、本会議で委員会での話し合いの結果が報告され、それに対する質疑があり、
最後に議員の多数決によって、議案の可否を決めます。

田川市議会のホームページでは、
本会議と委員会のインターネッ
トによる生中継・録画映像のほ
か、「議会のおしらせ」のバック
ナンバーや本会議の会議録等を
ご覧になれます。

http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/gikai.html

田川市議会


